
幸震

文

相

模

灘

大

地

震

の

機

巧

に

就

て

藤

原

院

平

相
模
灘
大
地
震
が
ど
う
し
て
起
っ
た
か
に
就
て
は
諸
家
の
高
説
が
あ
る
。
加
藤
敬
授
は
相
模
湾
一
帯
の
地
に
東
西
の
横

座
が
加
は

b
あ
り
共
魚
大
島
卒
塚
よ
A
Y

相
模
川
に
遮
る
断
層
線
に
沿
ふ
て
押
上
ム
リ
断
層
的
援
動
を
起
し
た
も
の
と
考
へ
ら

れ
た
(
震
報
第
百
銃
乙
)
山
崎
数
授
は
相
模
湾
底
の
深
い
の
は
南
東
よ

b
漣
h
J
酒
匂
川
の
谷
に
抜
け
る
大
地
溝
で
あ
っ
て

其
北
東
側
に
は
幾
つ
か
の
傾
動
プ
ロ
ヅ
グ
的
の
断
層
面
が
あ
る
事
此
プ
ロ
ッ
ク
が
相
模
灘
の
深
底
ぐ
は
沈
下
じ
共
北
東
の

部
分
ぐ
は
虹
上
し
東
京
八
王
子
方
面
て
は
後
に
沈
下
し
た
〆
谷
川
に
起
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
(
震
報
第
百
銃
乙
)
矢

部
教
授
の
御
意
見
は
つ
い
伺
ふ
機
舎
を
得
な
か
っ
た
が
、
五
日
市
川
上
線
の
構
造
線
と
糸
魚
川
駿
東
線
と
に
特
別
の
注
意

を
向
け
ら
れ
て
居
る
様
で
あ
る
。
(
地
墜
雑
誌
大
正
十
周
年
一
月
)
小
川
数
授
は
全
然
異
な
っ
た
見
解
に
立
つ
。
同
数
授
は

此
地
震
は
「
深
成
地
震
」
な
る
ら
し
く
即
深
い
所
て
岩
疑
の
遊
入
の
様
な
事
情
で
起
っ
た
も
の
か
と
想
像
せ
ら
れ
て
居
る

向
同
教
授
は
此
地
方
の
地
震
構
造
線
な
る
も
の
を
翠
げ
-
ら
れ
て
居
る
。
共
北
西
南
東
に
並
列
す
る
も
の
は
数
が
非
常
に
多

ぐ
其
他
南
北
に
走
る
も
の
東
西
に
漣
る
も
の
も
あ
る
。
叉
同
授
教
は
此
大
地
震
は
週
後
性
の
も
の
即
震
源
が
散
在
し
逓
次

一六一一



一一六一一

に
後
震
し
た
も
の
に
ら
う
と
の
見
解
を
持
す
る
。
(
地
球
第
一
忽
第

7
1五
銃
)
士
山
回
数
授
の
意
見
は
不
幸
に
し
て
直
接

に
聞
く
機
舎
も
な
く
、
叉
文
書
の
上
に
も
之
に
接
す
る
事
を
得
な
ん
だ
が
前
記
小
川
博
士
の
女
中
に
引
用
せ
ら
れ
た
所
に

依
る
と
.
震
原
は
小
田
原
の
北
に
在
-b
叉
地
下
に
於
て
南
北
に
走
る
線
と
其
れ
か
ら
来
に
向
ふ
℃
走
る
も
の
と
て
丁
字
形
を

な
す
掠
裂
線
が
出
来
た
魚
ぐ
あ
る
と
せ
ら
れ
て
居
る
様
で
あ
る
。

今
村
博
士
に
依
れ
ば
震
原
は
相
模
湾
底
二
二
九
度
、
一
二

ω
八
分
三
四
度
五
八
・
六
分
深
さ
十
粁
乃
至
二
十
粁
に
あ
b

相
模
協
同
深
所
に
陥
抑
は
が
起

b
其
東
北
部
に
隆
起
が
起

b
其
中
間
に
断
層
が
起
っ
た
魚
で
は
あ
る
ま
い
か
と
設
か
れ
る
。
而

し
て
其
断
層
線
の
北
部
を
稲
曲
げ
て
北
に
向
か
は
し
め
様
と
云
ふ
の
ぐ
あ
る
。
地
震
の
原
因
と
し
℃
は
横
魅
力
が
此
断
層

線
に
向
っ
て
加
へ
ら
れ
陥
渡
部
が
下
手
を
取
h
J
隆
起
部
が
上
手
を
取
っ
た
と
云
ふ
の
で
、
更
に
叉
笹
子
方
面
の
陥
授
帯
を

も
考
に
入
れ
て
居
る
、
是
等
は
南
方
乃
至
東
方
か
ら
の
魅
力
の
谷
川
に
起
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
或
は
北
乃
至
西
方

に
向
ム
民
力
の
急
か
も
知
れ
な
い
と
説
か
れ
る
。
地
震
畑
町
は
房
総
竿
島
沖
合
か
ら
相
模
湾
中
央
部
に
引
け
る
一
一
線
で
あ
ら

う
と
の
事
で
あ
る
。
(
震
報
第
百
披
甲
)

東
北
大
墜
中
村
教
授
の
設
〈
所
に
よ
る
と
此
地
震
は
始
震
結
を
小
田
原
附
近
に
有
し
其
貼
を
賞
会
梢
曲
線
を
者

3
℃
大

島
布
良
の
中
聞
を
通
過
す
る
垂
直
に
近

3
断
層
に
沿
ム
滑
動
に
よ
り
℃
起
A
Y
此
函
の
伏
角
は
七
十
七
度
又
は
以
上
に
し
て

傾
斜
の
方
向
は
略
北
東
に
降
る
郎
ち
上
部
が
南
西
に
あ

b
北
東
に
進

U
程
深
く
な
る
而
し
て
始
震
鮎
は
六
十
粁
又
は
共
れ

以
下
に
し
て
滑
動
の
方
向
は
此
'
面
上

b
北
東
の
地
塊
が
上
方
に
南
西
地
塊
は
下
方
に
滑
b
た
る
な
ら
ん
と
の
事
な
り
。
(
震



報
第
百
披
甲
〉
而
し
て
共
原
因
と
し
て
は
松
本
甲
府
を
通
過
し
相
模
湾
/
に
入
る
一
地
震
帯
の
活
動
に
し
て
震
源
と
な
り
し

地
は
房
総
相
模
湾
を
含
U
三
角
形
地
域
に
し
1

(
庚
匝
域
震
源
地
設
は
他
の
諸
家
も
皆
目
廷
を
説
く
も
の
、
如
し
)
大
断
層

の
滑
動
と
共
に
第
二
次
的
活
動
中
心
を
起
し
地
震
動
を
複
雑
と
な
す
、
火
山
活
動
は
穂
積
特
使
化
と
地
震
活
動
は
振
れ
k
相

件
ふ
、
地
盤
の
歪
に
よ

b
て
鰹
積
菱
化
も
擦
れ
も
起
る
故
に
火
山
活
動
と
地
震
活
動
と
は
相
伶
ふ
も
の
な
れ
ど
も
、
判
長
各

の
根
劫
は
一
致
せ
ゴ
る
故
に
細
か
く
見
る
時
は
火
山
活
動
地
貼
と
地
震
活
動
地
貼
と
は
一
致
せ
ず
と
説
く
、
併
し
何
に
よ

b
て
断
層
面
の
活
動
を
起
し
た
る
ゃ
に
は
言
及
せ
示
。

須
田
技
師
の
設
に
よ
れ
ば
相
模
湾
底
に
略
南
北
と
及
北
西
南
東
比
伸
び
る
二
伎
の
弱
線
帯
な
る
歪
み
帯
あ
り
、
地
震
は

此
れ
等
を
中
心
と
し
、
伊
豆
の
東
部
よ

b
相
模
湾
西
部
を
含
U
相
模
酒
匂
地
域
と
共
東
に
遮
る
房
総
地
域
と
の
運
動
に
よ

b
て
起

b
た
る
も
の
と
し
、
前
者
は
張
力
一
也
に
し
て
筏
者
は
歴
紡
及
媛
形
力
区
域
な

b
。
関
東
地
塊
が
北
関
よ
り
南
東
に

張
力
を
受
け
あ
b
相
模
湾
沿
岸
に
於
て
は
其
結
果
と
し
て
第
四
期
層
の
地
盤
は
時
計
の
針
ざ
同
一
な
る
方
向
に
徐
々
た
る

廻
轄
を
な
す
。
比
徐
々
た
る
運
動
が
進
h
u

に
従
ぴ
エ
ネ
Y

ギ
!
は
ポ
ア
ン
ジ
ヤ
Y

且
ナ

1
3
1
の
形
に
於
て
歪
み
と
し

て
蓄
へ
ら
れ
る
。
地
震
の
・
時
に
是
が
運
動
の
エ
ネ
Y

ギ
!
に
念
に
獲
る
(
と
云
ふ
意
味
ら
し
い
)
此
歪
と
し
て
の
エ
ネ

y

r‘
ー
を
早
な
る
傍
曲
と
し
て
計
算
し
て
見
て
も

ω
・4
v八

H
O
内日エ

Y
グ
と
な

b
B
又
相
模
洋
が
表
面
て
二
十
五
‘
五
米
陥
設

し
た
も
の
と
し
て
、
共
魚
の
位
置
の
エ
ネ
Y
ギ
!
の
特
使
化
を
計
算
す
る
に
、
「
ω
×
H
C
H
2

エ
Y
グ
と
な
A
Y
三
附
の
も
の
よ
り

も
遂
に
小

3
〈
比
較
に
な
ら
な
い
，
故
に
地
震
の
原
因
は
陥
設
よ

b
も
銭
曲
が
念
に
戻
っ
た
事
に
原
因
が
あ
る
ら
し
い
と

一ムハ



一
六
四

一
五
ふ
結
論
で
あ
る
、
命
須
田
氏
は
松
本
甲
府
線
に
於
て
後
震
時
等
の
異
常
の
あ
る
の
に
も
注
目
し
て
居
る
。

(
海
洋
気
象

墓
欧
文
報
告
第
一
容
第
四
競
)
寺
田
博
士
は
自
ら
進
ん
で
は
此
地
震
の
成
因
に
就
て
設
を
立
て
ら
れ
な
い
が
地
球
物
理
尚
早

的
立
場
か
ら
甚
だ
有
力
な
る
批
評
及
暗
示
を
輿
へ
ら
れ
た
。
(
地
準
雑
誌
及
震
報
第
百
競
乙
V

陸
地
の
浸
蝕
物
の
海
底
推
積

に
よ
っ
て
も
、
地
下
山
有
楽
・
の
念
激
な
特
使
質
等
に
よ
っ
て
も
説
明
が
困
難
ぐ
あ
る
事
。
地
球
の
冷
却
牧
縮
に
よ
る
力
な
る
も

の
も
安
在
が
疑
は
し
い
事
、
ジ
ヨ
ソ
!
の
云
ふ
如
く
海
底
向
有
楽
の
滋
化
に
よ

b
海
洋
か
ら
其
縁
透
た
る
陸
地
に
針
す
る
横

麿
力
に
就
℃
は
ホ
ッ
プ
ス
の
考
へ
も
あ
る
が
、
日
疋
れ
の
み
て
日
本
島
弧
等
の
現
形
を
説
明
す
る
に
は
稽
困
難
を
戚
中
る
。

グ
ヒ
ト
ア
オ
!
ヘ
ン
の
考
へ
の
中
に
賛
成
の
個
所
が
あ
る
9

次
代
は
陸
地
の
地
盤
、
ζ

下
底
の
流
動
性
岩
層
と
の
水
卒
方
向

に
於
け
る
相
持
運
動
の
結
果
と
し
て
起
る
各
種
の
力
は
ピ
う
か
と
一
五
ふ
に
、
此
考
へ
の
中
ぐ
も
ク
ヱ
グ
ナ
!
と
ジ
ヨ
リ

1

と
の
考
へ
に
多
少
の
差
は
あ
る
が
先
づ
一
番
有
望
ら
し
い
考
へ
と
見
ら
れ
る
、
叉
日
本
の
底
を
問
か
ら
東
に
流
れ
る
岩
築

流
が
あ
り
西
側
の
岩
盤
の
底
を
熔
か
し
℃
東
側
に
固
着
せ
し
め
る
と
考
へ
て
も
多
少
の
論
擦
は
輿
へ
る
と
一
五
ふ
の
で
此
外

地
盤
が
除
々
下
降
し
念
に
隆
起
す
る
事
に
関
し
て
も
模
型
を
奥
へ
て
居
ら
れ
る
。
的
掠
性
の
棒
の
一
端
を
固
定
し
他
端
の

少
し
内
側
代
糸
を
付
け
て
他
の
動
か
な
い
物
に
結
び
付
け
棒
の
中
程
を
押
す
と
糸
が
ぴ
ん
と
張
っ
て
其
庭
は
夫
れ
以
上
は

動
か
な
い
か
ら
押
さ
れ
た
部
が
其
方
向
に
曲
れ
ば
糸
よ

h
外
の
部
は
却
っ
て
迩
の
方
向
に
動
く
。
糸
が
切
れ
る
と
念
に
会

鰻
が
同
じ
方
向
に
は
ね
る
B

三
浦
半
島
な
ザ
」
の
地
震
前
に
際
し
て
沈
下
し
地
震
に
よ
っ
て
念
に
隆
起
し
た
の
は
此
様
な
作

用
か
も
知
れ
な
い
と
設
か
れ
た
。
叉
同
博
士
は
相
模
湾
を
繰
っ
て
同
心
図
式
の
断
崖
や
放
射
線
肢
の
河
流
や
窪
地
な
ど
の



楼
淫
し
て
居
る
乙
と
を
指
摘
せ
ら
れ
是
れ
は
今
度
の
地
震
以
前
か
ら
相
模
湾
に
陥
設
作
用
が
行
は
れ
其
結
果
と
し
て
現
は

れ
た
裂
憶
の
形
て
あ
ら
う
と
設
か
れ
て
居
る
。

此
外
白
鳥
勝
義
氏
は
震
源
を
竣
ケ
島
沖
と
な
し
、
卒
野
烈
介
氏
は
始
震
結
を
富
士
山
の
北
麓
と
せ
ら
れ
た
。

以
上
に
掲
げ
た
様
に
出
る
丈
の
諸
大
家
の
設
も
大
概
は
出
て
謹
し
た
様
に
考
へ
ら
れ
る
が
其
等
相
互
に
時
々
似
た
所
も

あ
る
が
而
か
も
諸
家
の
総
て
が
一
致
し
た
賂
と
一
五
ふ
も
の
は
な
い
。
其
中
て
震
源
区
域
は
一
鮎
で
は
な
〈
相
営
面
積
を
持

っ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
考
へ
は
割
合
に
大
多
数
が
共
鳴
し
て
居
ら
る
冶
様
で
あ
る
。

此
様
な
事
情
で
あ
る
か
ら
自
分
如

3
門
外
漢
も
敢
へ
て
地
震
翠
の
殿
堂
下
迄
悶
入
し
向
其
上
諸
賢
に
向
ふ
て
欣

τ此
地

震
の
渦
容
"
械
を
述
ペ
ト
ゃ
う
と
忠
ム
。
是
は
強
ち
地
震
皐
に
寄
興
す
る
と
一
五
ふ
考
へ
で
は
な
い
。
寧
ろ
渦
忽
論
の
膝
用
方
面

の
開
拓
が
目
的
で
あ
る
。

自
分
は
地
球
表
面
に
頴
は
れ
た
る
渦
容
形
地
形
に
就
き
及
其
附
属
物
た
る
歪
み
割
れ
歪
み
鍛
等
比
就
て
数
年
来
地
周
一
事

門
家
の
注
意
を
喚
起
じ
様
と
試
み
て
居
る
、
共
結
果
ア
Y
プ
ス
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
等
の
大
地
渦
や
環
太
平
洋
地
震
帯
の
渦
血
栓
観

や
や
}
提
示
し
た
、
叉
此
頃
火
山
脈
の
雁
行
性
を
利
用
し
其
附
属
の
歪
カ
の
方
向
を
吟
味
し
、
日
本
島
弧
が
太
平
洋
の
縁
漣

に
於
℃
横
座
を
受
砂
、
共
横
座
が
ジ
ヨ
ηノ

1
や
ポ
ッ
プ
ス
の
云
ふ
が
如

3
真
直
の
も
て
な
く
横
ず
れ
を
起
す
種
類
の
横
座

で
あ
る
事
を
指
摘
し
、
叉
北
海
道
の
中
央
火
山
塊
や
宮
士
火
山
帯
叉
は
其
附
近
の
古
期
火
山
岩
は
皆
根
張

b
が
扱
く
此
様

子
れ
に
封
し
て
抵
抗
す
る
ら
し
い
事
に
気
が
付
い
た
、
か
〈
て
北
上
川
東
方
地
塊
と
北
海
道
の
中
央
火
山
脈
と
の
巾
問
は

a

a
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日
ム
ハ
ム
ハ

或
一
部
の
考
ふ
る
様
に
陥
浸
と
云
は
ん
よ

b
も
盛
一
九
此
横
ず
れ
の
魚
に
引

3
も
ぎ
れ
た
も
の
、

(
勿
論
中
聞
に
幾
分
の
沈

下
答
陸
地
も
あ
る
ぺ
し
)
官
士
帯
も
此
横
ず
れ
の
谷
川
に
浅
間
山
の
西
へ
の
移
動
で
横
座
を
受
け
少
し
く
厨
に
轡
出
し
、
日
疋

等
と
共
に
信
越
境
上
附
近
は
牧
欽
性
の
地
渦
を
現
は
し
も
共
廻
轄
方
向
は
時
計
左
同
じ
向

3
な
る
事
を
認
め
た
。
(
以
上
地

抑
一
皐
評
論
十
月
銃
)
か
〈
て
那
須
火
山
脈
に
沿
ム
横
底
力
と
同
時
に
や
巾
磐
地
塊
の
横
ず
れ
の
移
動
の
汐
先

3
は
富
士
制
引
に

一は
w
h

ま
れ
て
二
分
し
房
総
方
面
に
於
て
の
市
に
向
ふ
移
動
と
な

b
日
疋
れ
が
や
が
て
富
士
帯
に
屈
す
る
天
城
山
及
大
島
火
山

の
抵
抗
の
魚
に
南
叉
は
南
東
に
向
ふ
運
動
と
な

b
闘
来
及
富
士
帯
は
動

3
惑
い
谷
川
に
此
地
方
一
帯
に
は
其
方
向
の
張
力
乞

殺
生
し
、
関
東
房
総
地
区
は
一
の
張
力
区
域
と
な

b
J疋
れ
が
翁
に
相
模
湾
附
近
に
は
二
次
的
の
小
地
渦
の
後
生
を
徐
儀
な

岨
〈
せ
ら
る
べ

3
に
想
倒
し
た
、
的
房
線
が
南
に
引
か
れ
大
白
一
仰
天
城
富
士
等
が
不
動
か
叉
は
運
動
が
比
較
的
小
だ
か
ら
三
浦

牛
島
は
南
と
東
に
大
磯
方
面
は
東
に
小
岡
原
方
面
は
渦
怒
牲
に
よ
っ
て
却
っ
て
北
東
に
引
か
れ
る
事
と
な
る
J

此
如

3
渦

~W; 怒
lと的
現作
は用
i'L ，こ
るよ
もつ
のぐ
な起
b る

話器
崩 lま

祭長
断 JIて

に l二
.1、 t王位

℃苧
?来:
必中
進血
行会

す二
る rp
伝

な
で
ら
な
ば山

主ぶ
LZ ば
うき v、

22 
は'<10.
走塁 九
ら・官
トヨ2 疋
は
併渦
し忽
f也の
盤性
が質
相と
常し
にて

堅
硬
な
魚
に
此
様
な
運
動
の
自
由
を
害
し
B

依
っ
て
根
本
の
方
は
運
動
を
妨
げ
ら
れ
先
端
丈
が
い
や
に
引
っ
張
ら
れ
る
様

な
之
と
に
な
る
、
依
っ
て
先
端
部
は
共
時
間
中
は
徐
々
た
る
沈
降
を
見
る
佐
官
で
あ
る
。
儲
徐

b
引
っ
脹
ら
れ
た
結
果
或
る
庭

々
ぞ
切
断
が
起

b
、
部
分
的
に
後
退
と
牧
縮
と
を
起
す
と
す
る
。
此
作
用
に
よ

b
瞬
間
的
の
隆
起
が
説
明
し
得
る
、
日
疋
れ

は
丁
度
寺
田
博
士
の
ゴ
ム
棒
と
糸
の
模
型
の
殺
な
も
の
で
あ
h
J
、
運
動
の
工
会
は
須
田
氏
の
院
に
説
い
た
所
に
恰
営
し
℃



居
る
、
向
此
地
盤
が
全
く
ゴ
ム
の
様
な
も
の
な
れ
ば
切
断
に
よ
る
戻
b
が
完
全
で
あ
h
叉
全
部
馬
蹄
形
に
沿
ム
℃
行
は
る
'

べ
3
て
め
る
が
何
分
に
も
脆
弱
な
岩
石
で
山
崎
教
授
の
一
不

3
れ
た
援
に
プ
ロ
ッ
タ
の
集
会
の
様
な
も
の
で
あ
る
魚
に
水
平

動
の
方
向
は
自
ら
プ
ロ
ッ
タ
毎
に
稀
一
定
す
る
傾
き
あ
る
矯
に
大

3
な
地
溝
帯
を
積
ぎ
る
所
な
JE
で
は
其
雨
側
の
水
平
動

は
辺
緩
的
て
あ

b
符
な
い
佐
官
で
あ
る
、
第
一
回
聞
は
須
田
中
村
及
今
村
三
氏
の
大
震
の
水
卒
動
の
方
向
と
し
℃
報
骨
せ
ら
れ

た
も
の
を
一
つ
の
悶
に
ま
と
め
た
も
の
ヂ
あ
る
が
是
て
見
る
に
房
州
没
は
大
臨
北
々
西
南
々
束
三
浦
半
島
は
北
西
南
東
位

に
な

b
、
鎌
倉
か
ら
図
府
津
迄
は
北
西
南
東
が
多
い
が
又
七
百
北
東
南
西
も
あ

b
B
東
西
ぁ
，
p
、
図
府
津
小
田
原
か
ら
伊
豆

の
海
岸
は
念
に
北
々
東
南
々
一
闘
の
方
向
と
な
っ
て
居
る
、
是
等
の
方
向
は
可
也
よ
く
前
の
椴
設
の
主
挟
と
一
致
す
る
、
儲

叉
念
激
の
切
断
に
よ
λ

リ
縮
ん
、
た
も
の
〉
膨
ら
む
量
が
沿
岸
一
帯
の
隆
起
(
約
二
米
位
、
と
見
な
す
)
を
説
明
す
る
に
足

b
る

か
と
云
ょ
に
、
牧
縮
暦
の
厚
み
を
俄
bJ
に
二
十
粁
之
内
端
に
見
積
る
EY--)

、
二
米
の
膨
脹
は
其
一
高
分
の
一
で
あ
る
、
ポ
ア

ソ
ン
比
を

O
B
こ
と
見
れ
ば
水
平
の
牧
縮
は
二
千
分
の
一
で
あ
る
E

的
十
粁
に
持
し
て
五
米
の
牧
縮
で
あ
る
、
此
牧
縮
は

少
し
大
き
過
ぎ
る
様
で
は
あ
る
。
倍
山
崎
博
士
に
依
る
と
房
総
の
傾
動
プ
ロ
ッ
ク
は
背
斜
面
を
北
に
向
け
て
居
る
、
相
模
川

以
東
は
多
く
は
此
式
で
あ
る
が
淘
綾
地
塊
(
酒
匂
川
と
相
模
川
と
の
中
間
)
て
は
南
に
向
い
て
居
る
、
是
に
よ
っ
て
見
る

ξ
房
総
方
向
で
は
深
い
所
の
層
部
根
の
所
が
南
に
引
っ
張
ら
れ
淘
綾
て
は
北
に
引
っ
張
ら
れ
て
居
る
事
に
な
る
ο

太
平
洋

運
動
に
よ
る
運
動
は
何
れ
可
也
の
底
に
於
て
主
に
其
カ
が
行
は
れ
て
居
る
可
告
で
あ
る
?
依
り
て
'
房
総
の
プ
ロ
ッ
タ
の
傾

斜
は
太
平
洋
運
動
て
説
明
が
出
来
る
、
此
運
動
の
層
は
流
憶
と
迄
は
行
か
な
い
が
、
長
年
月
に
於
て
は
所
朝
間
流
形
す
ぺ
会

一
六
七



一
六
八

も
の
と
考
へ
ら
れ
あ
、
故
に
或
力
で
引

3
脹
ら
れ
て
伸
び
て
切
れ
て
元
に
蹄
る
が
、
完
全
に
は
元
に
か
へ
ら
な
い
、
叉
蹄

る
の
は
先
端
部
ぞ
、
此
カ
の
魚
に
陸
の
根
本
が
結
局
は
南
に
引
会
づ
ら
れ
る
の
で
一
時
的
に
先
端
が
徐
々
と
沈
降
し
、
又

会
激
に
上
昇
す
る
殺
な
現
象
を
起
し
な
が
ら
結
局
は
会
躍
と
し
℃
の
陸
の
南
動
即
南
海
岸
の
隆
起
を
起
す
ぺ
告
で
あ
る
。

扱
十
粁
に
お
し
て
五
米
の
牧
絡
は
何
と
云
ふ
℃
も
大
事
で
あ
る
。
大
島
か
ら
大
山
迄
の
距
離
は
八
十
粁
あ
る
か
ら
此
問
て

四
十
米
丈
深
・
底
に
於
℃
ギ
ヤ
ヅ
プ
が
出
来
た
事
に
な
る
、
尤
も
此
間
際
が
全
然
一
ケ
所
に
集
中
せ
ず
と
も
宜
敷
い
か
ら
某

中
十
米
か
二
十
米
は
三
ヶ
所
か
四
ケ
所
に
分
れ
て
小
断
層
叉
は
地
溝
区
域
等
に
散
在
し
飴
h
J
の
二
十
米
位
が
稲
沖
の
方
て

起
っ
た
と
す
る
、
尤
も
是
れ
は
プ
ッ
っ
と
切
断
し
た
の
で
な
く
っ
て
極
限
に
達
し
て
飴
の
裁
に
伸
び
た
と
も
考
へ
ら
れ
る

此
程
度
の
伸
び
な
ら
ば
比
較
的
短
時
間
即
一
一
分
間
位
で
成
し
と
げ
得
ら
れ
る
。

(
山
有
楽
移
動
に
よ
b
て
は
辿
も
此
様
な
短

時
間
で
あ
れ
丈
の
愛
位
は
起

b
得
な
い
)
十
訟
に
於
℃
小
川
教
授
が
滋
後
性
と
呼
ば
れ
中
村
左
衛
門
太
郎
博
士
が
第
二
次
震

源
と
呼
ば
れ
た
現
象
も
説
明
が
付
く
。
仙
蚕
の
H

州
側
測
所
か
ら
震
源
を
城
ケ
島
沖
と
出
し
た
の
も
無
理
は
な
い
。
叉
須
田
氏

の
考
へ
と
は
根
本
に
於
て
殆
ん
ど
相
一
致
し
℃
居
る
、
加
藤
山
崎
今
村
各
博
士
の
考
へ

2
も
大
館
矛
盾
し
な
い
、
旦
某
上
沼

匂
方
面
の
隆
起
も
伊
東
地
方
の
小
低
下
も
説
明
し
得
る
、
叉
山
崎
数
授
が
相
模
灘
の
深
腐
は
大
島
火
山
よ

b
も
後
に
生
じ

た
と
設
か
れ
た
貼
中
村
清
二
先
生
の
大
島
に
は
大
し
て
地
鑓
も
な
く
動
か
な
か
っ
穴
事
を
詮
明
せ
ら
れ
た
の
は
線
℃
此
現

設
の
根
本
観
念
堂
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
、
貨
に
地
問
上
て
大
島
天
城
富
士
の
三
貼
を
動
か
な
い
様
に
押
へ
房
線
方
面
を

南
へ
引
っ
張
れ
ば
必
相
模
湾
に
相
官
す
る
部
分
が
上
方
叉
は
下
方
じ
大
轡
曲
を
す
る
の
を
誰
て
も
官
験
す
る
事
が
出
来
や



ぅ
。
叉
前
惑
の
様
に
渦
忽
形
の
歪
み
の
復
原
作
用
が
脆
弱
な
岩
石
層
を
頂
い
て
起
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
岩
石
暦
の
運
動
と

し
て
相
模
川
や
酒
匂
川
の
所
に
不
連
績
の
起

b
得
る
事
も
寧
み
営
然
て
あ

b
是
れ
と
類
似
し
て
小

3
く
は
縦
に
も
横
に
も

地
下
に
割
れ
目
が
出
来
得
る
佐
官
ぐ
あ
る
、
房
州
の
及
北
下
浦
の
小
断
層
の
方
向
や
其
出
現
も
是
に
依
る
と
営
然
過
る
程
て

あ
る
。
水
路
部
測
定
の
海
底
の
陥
淀
は
ど
う
し
て
も
長
年
月
比
右
の
作
用
て
行
は
れ
た
も
の
で
、
地
震
の
時
も
幾
分
は
沈

下
し
た
で
も
あ
ろ
う
‘
共
沈
下
部
の
形
肢
の
中
北
東
に
向
ふ
鋸
歯
朕
の
凸
凹
は
自
ら
切
断
に
よ
る
沈
下
を
示
す
も
の
で
あ

ゐ
う
。
海
底
電
線
の
切
断
や
深
海
魚
の
浮
い
た
事
な
い
と
も
今
の
設
を
支
持
す
る
程
有
力
て
も
な
い
に
し
て
も
矛
盾
す
る
も

の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
俊
子
方
面
の
小
低
下
は
一
寸
営
然
と
は
申
し
難
い
が
、
相
模
湾
附
近
の
沈
下
が
房
総
の
南
流
に

よ
る
反
流
的
地
渦
で
あ
る
以
上
更
に
叉
共
に
よ

b
て
起
る
反
流
的
小
池
渦
容
が
あ
b
得
る
佐
官
で
あ
る
。
も
し
此
様
な
4
h
D

が
あ
れ
ば
隆
起
部
の
外
側
に
は
営
然
小
低
下
部
を
持
つ
佐
官
で
あ
る
、
叉
寺
田
博
士
の
糸
の
模
型
を
営
℃
は
め
る
な
ら
ば
糸

の
付
け
根
は
富
士
山
透
に
有
っ
た
か
も
知
れ
な
い
、
其
庭
が
切
れ
初
め
と
一
五
よ
事
も
或
は
有
っ
た
か
も
知
れ
ね
故
に
卒
野

氏
の
富
士
北
麓
始
震
貼
設
も
一
概
に
葬
る
ぺ

3
も
の
で
は
な
い
。
而
し
て
太
平
洋
運
動
は
寺
田
博
士
の
説
明
せ
ら
れ
た
、

深
層
の
流
動
と
も
考
へ
が
似
て
来
る
)
但
し
渦
容
性
を
入
れ
た
丈
が
あ
ま
け
で
あ
る
。
而
し
て
最
後
に
自
分
が
裳
て
気
象

集
誌
に
述
べ
た
考
べ
は
現
設
の
前
提
を
な
す
も
の
で
、
叉
ニ
た
子
地
震
(
づ
え
ロ

g円
岳
舌
長
。
)
設
は
矢
張
h
隆
起
部
と
沈

下
部
と
が
略
同
時
に
生
じ
た
事
で
あ
る
か
ら
此
考
も
設
b
て
は
な
か
っ
た
。
若
し
夫
れ
右
の
様
な
機
巧
に
よ

h
地
下
の
ぎ

ご
ξ
ど
こ
が
割
れ
た
か
割
れ
目
の
方
向
は
ど
う
か
左
云
ふ
一
様
な
事
に
な
る
と
、
ま
だ
充
分
に
決
定
し
て
居
ら
ね
殺
に
思
は

一
六
九



4、

円七
O

れ
る
J

是
は
地
震
専
門
皐
者
に
よ

b
て
解
か
れ
な
け
れ
ば
な

ιぬ
問
題
と
思
ふ
。
(
大
正
十
四
年
入
月
廿
五
目
、

中
央
信
州

象
墓
に
於
て
)

大
正
十
四
年

七

月

七

日

岐

阜

附

近

の

地
，ョ手
厚乏

石

---E
・E

・
---z.，
 

E
E

，/ 

l=I 

li=i1 

見

一
?
緒
言

去
る
大
正
十
四
年
七
月
七
日
午
前
一
時
四
十
六
分
頃
美
濃
図
岐
阜
市
附
近
に
後
現
せ
し
強
震
に
就
き
て
少
し

く
調
査
じ
た
る
を
以
て
件
犯
に
-
記
述
し
以
て
諸
…
賞
の
御
数
一
不
を
希
は
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。

岐
阜
?
名
古
屋
市
地
方
が
害
℃
明
治
廿
四
年
十
二
月
二
十
八
日
濃
尾
大
地
震
の
震
源
に
隣
接
し
此
大
地
震
の
結
果
と
じ

て
地
表
に
今
も
向
大
地
鑓
の
跡
を
止
め
、
且
つ
乙
の
大
地
震
以
後
に
於
て
も
岐
阜
・
愛
知
腕
下
若
く
は
近
畿
地
方
は
屡
々

強
震
を
後
じ
本
邦
地
震
活
動
地
域
と
し
て
此
後
と
雌
も
決
し
て
注
意
を
怠
る
可
か
ら
ま
る
の
地
方
で
あ
る
。
今
回
の
強
震

々
央
の
四
聞
に
は
測
候
所
が
都
合
よ
く
存
在
し
て
所
謂
地
震
観
測
網
に
て
間
続

3
れ
隠
っ
て
是
れ
が
研
究
調
在
に
最
屯
妓

都
合
の
地
域
を
な
し
て
ゐ
る
。

調
査
に
就
い
て
は
此
地
方
の
測
候
所
諸
賢
の
厚
主
御
好
意
を
辱
し
て
其
地
震
記
録
紙
叉
は
詑
象
の
寓
異
潟
し
を
借
用
す

る
を
得
て
、
一
更
に
本
墓
に
於
て
再
び
是
れ
を
約
三
倍
大
に
撰
大
し
た
る
官
何
回
鼻
、
を
作

b
以
て
-
詑
象
各
部
の
請
取
ち
に
便
す
る

を
共
に
成
る
可
く
其
れ
等
"
の
精
確
な
る
値
を
求
む
る
事
を
得
る
様
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
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